
　
市
で
は
こ
の
ほ
ど
「
甲
賀
市
行
政

改
革
大
綱
」
を
策
定
、効
率
的
で
効
果

的
な
市
政
運
営
を
進
め
ま
す
。
 

　
本
年
3
月
、市
民
代
表
の
方
を
含

め
10
名
で
構
成
す
る
甲
賀
市
行
政
改

革
推
進
委
員
会
（
新
川
達
郎
委
員
長
 

同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
）
に
甲
賀

市
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
向
け
意

見
を
求
め
ま
し
た
。
6
月
に
は
検
討

の
結
果
を
意
見
と
し
て
報
告
い
た
だ

き
、甲
賀
市
行
政
改
革
推
進
本
部
（
本

部
長
　市
長
）で
こ
の
大
綱
を
策
定
し

ま
し
た
。
 

　
こ
の
大
綱
は
、本
市
が
将
来
に
わ
た

り
、安
定
し
て
市
を
運
営
す
る
た
め
に
、

今
後
の
市
政
の
あ
り
方
な
ど
に
対
す

る
改
革
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で

す
。
な
お
、こ
の
大
綱
に
基
づ
き
、「
い

つ
ま
で
に
、何
を
、ど
れ
だ
け
」
取
り
組

む
の
か
具
体
的
な
目
標
を
定
め
た
推

進
計
画
を
本
年
8
月
に
策
定
す
る
予

定
で
す
。
 

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
国
や
県
で
行
っ
て

い
た
仕
事
を
市
町
村
で
行
う
こ
と
や
、

国
の
補
助
金
や
地
方
交
付
税
が
見
直
さ

れ
る
な
ど
、
全
国
の
一
律
の
ル
ー
ル
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
と
責
任
に

よ
る
„
ま
ち
づ
く
り
“
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
合
併
を
選
択
し

た
甲
賀
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
市
に
影
響
す
る
様
々
な
社
会
や
経
済

の
状
況
は
、
合
併
時
の
想
定
を
は
る
か

に
超
え
た
速
さ
で
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
多
く
の
自
治
体
と
同
様
に
今
ま
で

に
な
い
危
機
的
な
状
況
に
近
づ
い
て
い

ま
す
。
 

　
こ
の
大
き
な
転
換
期
に
あ
っ
て
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
市
民
の
要
望

を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
簡
素
で
効

率
的
・
効
果
的
な
市
役
所
へ
変
わ
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
、
本
年
を
本
市
の
「
改
革

元
年
」
と
位
置
づ
け
、
行
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

　
こ
の
市
行
政
改
革
大
綱
は
、
次
の
3

つ
の
視
点
か
ら
改
革
の
取
組
内
容
を
示

し
て
い
ま
す
。
今
後
策
定
す
る
推
進
計

画
で
は
「
い
つ
ま
で
に
、
何
を
、
ど
れ

だ
け
」
取
り
組
む
の
か
と
い
う
具
体
的

な
目
標
を
定
め
、
着
実
に
改
革
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
の
改
革
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
な
し
で
は
成
し
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
、
取
り
組
み
状

況
と
そ
の
評
価
の
内
容
を
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
伝
え
、
理
解
と
協
力
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

計画期間 

平成21年度まで 
計画期間 

平成21年度まで 

協働と開かれた 
市政の推進 

質の高い 
行政サービスの提供 

k市民が満足できる、最良のサー

ビスを行います。 

k「民間が行ったほうがよいものは、

民間に任せる」ことを基本に、

さらに民間活力の導入を進めます。 

効率的な行政経営と財務体質の改善 

k市が実施している全ての事業について、そ
の必要性や市で実施するのが適切なのか、
などについて見直します。 

k『本庁舎のあり方』『本庁と支所の体制』
を庁内のプロジェクトチームにより検証し、
スリムで簡素な組織にします。 

k歳入に見合った歳出を徹底し、予算編成を
行います。 

k企業誘致や市有財産の有効活用、さらには
市の資産を利用して広告収入を得るなど、
新たな発想による増収対策を考えます。 

k市の行っている事業について、評価を行い、
その結果を次年度に活かす行政評価制度を
導入します。 

k重点施策への職員配置を考慮しながら職員
数を削減します。 

k自分で考え、行動できる分権時代にふさわ
しい職員を育成します。 

k市の統一した基準により、すべての補助金
を見直します。 

k目的が薄れた施設について統廃合を含め検
証します。 

●大綱は、甲賀市ホームページに掲載するほか、各支所情報コーナーに備え付けてありますのでご覧ください。 

問
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わ
せ
　
行
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改
革
推
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3つの視点 3つの視点 
改革実現に向けた 改革実現に向けた 

市民同士や市民と行政が、目標を共有し、ともに取
り組む活動がさらに促進されるよう必要な制度づく
りや市民活動を支援します。また、積極的に情報を
公開し、透明で信頼される市役所を目ざします。 

主な取り組み 

主な取り組み 

主な取り組み 

市民の立場に立った内容となるよう、
行政サービスの質を向上します。 

簡素で効率的・効果的な市役所へ変わります。 

k市民に公共サービスの担い手として役割を分

担いただくことや、市民と連携協力して地域

の施設を管理するなど、市民とともにまちづ

くりを進めます。 

k地域で活躍する『キーパーソン』となる人材

の発掘・育成を行います。 

k信頼される行政を目ざし市が持つ情報を共有

します。 

k市のお金の使い方などのチェックをさらに強

化します。 

„
改
革
元
年
“ 
今
年
は
　
　
　
　 

で
す 

„
改
革
元
年
“ 
今
年
は
　
　
　
　 

で
す 

市役
所が
 

生ま
れ 

変わ
りま
す 

甲賀市 
行政改革大綱を策定 
甲賀市 
行政改革大綱を策定 

◎
な
ぜ
今
、改
革
が
必
要
か 

◎
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て 

広報あいこうか2006.7.15 2広報あいこうか 2006.7.153


